
10/4 (土)
501室 414室 415室 503室 510室 514室 504室 505室

9:00-9:50 発表(発表者) 想像で本物の私 : トランスの哲学から学ぶ
（佐々木梨花）

子どもの権利の衝突と最小の子どもの
権利（金子健）

〈妥当な要求の自己確証的源泉〉として
のケア提供者（倉田大輔）

「生の問題」が語らずに示すこと ——論
理と価値の語りえなさを比較する ——

（中島未櫻乃）

ナラティヴ的他者認知とはなにか：他者認知の
議論の新しい展開（村松泰知）

受付 発表者待機室

司会 松田新・清水颯・竹下昌志・吉村佳樹 塩谷遼真 米倉悠平・石坂晴奈 徳永秀人 村上聖・TABER Jameson

10:00-10:50 発表(発表者)
ポスター1部

トランスジェンダー研究と現象学の射程
（山田達也）

異なる規範の衝突はどのように理解さ
れるべきか（高橋  伸太朗）

形而上学から美学へ :ライプニッツとバウ
ムガルテン（夏目光基）

〈付加物〉とはどのような意味で〈付加物〉
か：アリストテレス『命題論』より、
δυνατὸνに注目して（松本理央）

量化子変動（ quantifier variance）と存在論的
議論の身分について :Eli HirschとTheodore 

Siderの論争を参照して（大須賀良亮）

司会 髙畑旦・木口さくら 米倉悠平・石坂晴奈 時田雅生 白木啓吾 秋山知久

11:00-11:50
発表(発表者)

ポスター2部
ジェンダーアイデンティティは種か？ : ジェ
ンダーモダリティからの検討（山田耀真）

なぜ市場の失敗アプローチはビジネス
倫理を特別な営みと見なすのか（高橋

泰地）

人工子宮技術と中絶の道徳的正当化 :概
念構造の変容と新たな倫理的問題（土井

理子）

穴の存在論における時空間説の検討
（秋山知久）

ポアンカレとカッシーラー：実在へのアプローチ
（髙橋菜穂）

司会 堀合愛梨沙
本田茜吏・飯川遥・徳永秀人・吉澤ひふ
み 水島淳

飯田崚斗、近藤雅煕、スウコウキン、村田
龍翼 新垣瑛吾

12:00-13:00 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み
13:00-13:50 テーマレクチャー 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖
14:00-14:50 テーマレクチャー 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖
15:00-15:50 テーマレクチャー 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖
16:00-16:50 総会 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖 閉鎖

17:00-17:50 発表(発表者) 質的快楽説の整合性を擁護する : ダンシー
の価値論を手がかりに（笹滉介）

古典インドにおける「輝く認識」の哲学（梶
野歩夢）

大学院生のメンタルヘルス問題 :哲学
分野における問題把握に向けて（高原
亮・篠崎大河・宮田  真有・マーロー瑳

良・貴田航）

AI哲学者が生まれたら、ヒトはもう哲学を
しなくて良いのか（松田新）

自由エネルギー原理に基づく共同体の
捉え方の検討（菅野裕暉・小池尚輝）

無限の哲学史と数学史 :実無限擁護の可能性
（内山招子）

司会 葉柳朝佳音 小西義愛 倉科俊佑 戸谷洋志 中村佳史 顧俊凡

18:00-18:50 発表(発表者)
日本における観光倫理学の応用をめぐる一
考察: 徳倫理学的アプローチを中心に（加

藤喜市）

コミュニケーション的不正義としてのミス
ジェンダリング（堀合愛梨沙）

The Breakdown of Embodied 
Agency in Trauma: An Enactive 

Approach to Sense-Making（杉浦志
帆）

何かと長続きしなくても有意味な人生を
送れるか :人生の意味と物語論（徳永秀

人）

日本に安楽死・尊厳死法は必要か：太田
典礼著『安楽死のすすめ』から考える（水

島淳）

思考における記号体系の意味 :LLMと拡張認
知の観点から検討する（村上聖・ TABER 

Jameson）

司会 松田新・清水颯・竹下昌志・吉村佳樹 佐々木梨花 山田耀真 髙畑旦・木口さくら 吉原雅人 松本理央

19:00-19:50 発表(発表者)
マイクロアグレッションの現象学的検討  

──定義の曖昧さと自己観察に基づく類型
化の試み（赤木優希）

看護実践における健康概念の適切な理
解に向けて（米倉悠平・石坂晴奈）

人工知能による社会的包摂の倫理：ス
マートインクルージョン構想を手がかりに

（戸谷洋志）
シンボル系と人間の機能環（葉柳朝佳音）

司会 大石駿 林禅之 真田美沙 笹滉介

10/5 (日)
414室 415室 503室 510室 511室 514室 504室 505室

9:00-9:50
発表(発表者)

カントにおける愛と尊敬の義務 : 干渉／非
干渉の緊張関係を超えた他者配慮の内実

へ（清水颯）

言語と現実の結合とは何か：『論理哲学論
考』における言語の有意味性の根源（白

木啓吾）

情緒的コスモポリタニズムの射程 : 
マーサ・ヌスバウムの議論を手がかり

に（宇都宮有）

「表現主義」からビザンティウム /バロック
へ：ドゥルーズにおけるスピノザ /ライプ
ニッツの共存の問題をめぐって（時田雅

生）

心的作用としての意志、努力、衝動の現
象学的心理学：リップス、プフェンダー、

シュタイン（中川暖）

なぜ楽譜通りに弾かなければならないのか：ピ
アノ演奏における規範の根拠を探る（入江明

憲）

受付 発表者待機室

司会 髙畑旦・木口さくら 中島未櫻乃 一ノ瀬霞 松山泰慶 榎本啄杜・池田開・佐藤巧眞 巣守美羽

10:00-10:50
発表(発表者) ヘーゲルにおける「無限判断」の意義：「無

限性」概念に即して（顧俊凡）
Wittgenstein『On Certainty』の「認識的

解釈」について（新垣瑛吾）

卓越主義的リベラリズムの可能性と限
界 : リベラリズムは卓越を許容できる

か（塩谷遼真）

19世紀のデイヴィッド・ヒューム（小畑敦
嗣）

フィヒテの「哲学的実験」への招待（原子
龍之介）

【ワークショップ】
就労、哲学研究、人生の意味

本田茜吏・飯川遥・徳永秀人・吉澤ひふみ

司会 深尾紘平
飯田崚斗、近藤雅煕、スウコウキン、村田
龍翼 高橋泰地 松田倫夫 真田美沙

11:00-11:50
発表(発表者)

ヒューム『人間本性論』における生気的知覚
論の由来と意図：ホッブズの知覚論を手が

かりにして（松田倫夫）

哲学者と公共圏 : ハーバーマスの知識人
論を手掛かりに（森島淳貴）

権利か、それとも尊厳か  ：J・シュク
ラーのリベラリズム論と感情の政治

（若松黎奈）

神の死から空／無へ : トマス・アルタイ
ザーのキリスト論に対する京都学派の影

響（小西義愛）

『物質と記憶』における想起論：想起対象
と想起イメージはいかにして同一か（鈴

木翔太）

司会 小畑敦嗣 宇都宮有 田島直也 梶野歩夢 小田原弘征

1200-1300 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み

13:00-13:50 発表(発表者)
経験の球体メタファーと理性の自己認識：
人間の眼で問い続けるために（田島純一
郎）

数学的プラトニズムは擁護可能か：  M. 
BalaguerのFull-Blooded Platonismに
ついて（清川哲太）

「疎外的客体」としての制度 : 中村雄二
郎における制度論の一つの展開（中村
佳史）

【ワークショップ】
形而上学的説明の進化と課題：実在的定
義／確定関係、理論的美徳を中心に

飯田崚斗、近藤雅煕、スウコウキン、村
田龍翼

【ワークショップ】
国際的な研究活動のために : 若手研究

者の情報共有会

松田新・清水颯・竹下昌志・吉村佳樹

自由は限界の名のもとに : バーナード・ウィリア
ムズの倫理的理想について（安藤隆之）

司会 原子龍之介 螺良亮介 榎本啄杜・池田開・佐藤巧眞 谷野吉隆

14;00-14:50
発表(発表者) トマス・ホッブズにおける「内心の自由」の問

題の検討（渡智実）

木村敏における生と死の臨床哲学 : 生命
の根拠としてのゾーエーに着目して（横山

知世）

「公平感」と「公平性」の乖離を埋める：
実験経済学と実験倫理学を通して -（田

島直也）

インガルデンにおける美的経験と純粋志向的
対象の存在様態（松山泰慶）

司会
長尾義明 大内晴絵

本田茜吏・飯川遥・徳永秀人・吉澤ひふ
み 大岡真咲

15:00-15:50 発表(発表者)

【ワークショップ】
「そんなもん」で済ませていいのか

榎本啄杜・池田開・佐藤巧眞

【ワークショップ】
Philosophy in Biology and Biology in 

Philosophy

佐藤公亮・近藤玲

アーレントからの法理的人権論の可能
性（萩原一馬）

数を記号的に表象するとはいかなること
か―フッサール『算術の哲学』における数

の記号的表象（深尾紘平）

＜現場に出る＞とは何の謂か：フェリック
ス・ガタリにおけるメタモデル化の概念に

ついて（濱田力稀）
作品解釈の反意図主義について（大石駿）

司会 渡智実 北園純也 王紀元 久保田はな

16:00-16:50
発表(発表者) 私たちは義務が守られない中でどう生

きるか：政治哲学的考察（鷲田樹音）

ショーペンハウアーの「意志の否定」は生
の肯定たり得るか？：自殺否定論との対

比から（大内晴絵）

責任における矛盾のあらわれとレヴィナ
スの示した構造について（山本直子）

「芸術的」の特徴づけ∶プロトタイプ説による芸
術らしさの提示（巣守美羽）

司会 小沢礼央 清水颯 村松泰知 松田新

17:00-17:50 発表(発表者) カントの「尊敬の感情」の感情主義的解釈
（藤野竜多）

ラテンアメリカ哲学とヒューマニズム（一ノ
瀬霞）

ホネットによる、ハーバーマスへの応
答：『私たちのなかの私』と『自由の権

利』を中心に（髙木俊輔）

ミシェル・フーコー『肉の告白』における歴
史研究の企図の解明に向けて（谷野吉

隆）

理由の全体論に対するふたつの批判に
応答する（小山寛季） 人形を不気味がる（大岡真咲）

司会 中川暖 村上聖・TABER Jameson 森島淳貴 大石駿 笹滉介 入江明憲

18:00-18:50 発表(発表者) 一元論三者三様 : mind-dependentな分解
の含意（螺良亮介）

民主主義は認識論的に正当化できるの
か:パース的認識論に基づく正当化の検

討（小沢礼央）

ショーペンハウアーの反出 �主義を再
評価する（髙畑旦・木口さくら）

忍耐としての啓蒙：フーコーにおける所与
と自由の哲学（田村海斗）

「母語」の事実性をめぐるデリダの後期
ハイデガー読解（王紀元）

ドゥルーズ『差異と反復』における超越論的経
験論の役割（簾内康輔）

司会 大須賀良亮 藤野竜多 安藤隆之 安藤隆之 白木啓吾 原子龍之介


